様式第１号（第３条関係） 
年    月    日 
高鍋町景観計画区域内行為（変更）届出書
高鍋町長    殿 
届出者
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　
電話番号 
高鍋町景観条例第８条の規定により、次のとおり届け出ます。 
	届出日
	年　　　月　　　日

	番  号
	第 　　   　　  号

	行為の場所
	高鍋町

	行為の種類
	□  建築物
	□　新築　□　増築　□　改築　□　移転 
□　外観の変更(修繕・模様替)　□　色彩の変更

	
	□  工作物
	□　新設　□　増築　□　改築　□　移転 
□　外観の変更(修繕・模様替)　□　色彩の変更

	行為の内容
	


※  該当する項目について、□にチェックしてください。
※配慮した部分について□にチェックしてください。
	項目
	配慮した事項

	配置
	□道路等の公共用地に接する境界線からできる限り離れた位置に配置し、オープンスペースの確保に努めることにより、公共空間と一体となったゆとりある配置となるように配慮した。
□周辺の自然景観との調和やまちなみの連続性に配慮した配置とした。
□山なみや台地の稜線などへの良好な眺望に配慮した配置となるように努めた。

	高さ
	□山なみや台地の稜線などへの良好な眺望を阻害しない高さとなるように努めた。
□周辺の自然景観と調和した、まとまりのある高さとなるように配慮した。

	形態
・
意匠
	□周辺のまちなみや自然景観との調和に配慮した、まとまりと落着きのある形態・意匠とした。
□特に、高鍋城址や高鍋商店街周辺の旧城下町地区については、和風を基調とした、城下町情緒の演出に配慮した形態・意匠とした。
□大規模な建築物の外壁は、形態の工夫や目地・色彩による分節化等により、圧迫感を感じさせないように配慮した。
□山なみの稜線などへの良好な眺望を阻害しない形態となるように努めた。

	色彩
・
素材
	□周辺のまちなみや自然景観と調和した落ち着きのある色彩・素材とした。
□特に外壁の色彩については、マンセル値によりR～Yは彩度６以下、GY～RPは彩度４以下とした。
□板張仕上等の自然素材、もしくはこれに類する仕上とする場合は、彩度６以下とした。
□上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使用し、まちなみや自然などの周辺景観と調和したものとした。
□高鍋らしさを感じさせる地場産の素材を積極的に取り入れるように努めた。
□耐久性・耐候性に優れた素材を積極的に取り入れるように努めた。
□施設の外壁や屋根などの定期的なメンテナンスを行うことにより、美観の維持に努めた。

	屋外
設備
類

	□屋外の配管・ダクト、室外機や高架水槽等の建築設備は、できる限り道路など公共の場から見えない位置に配置した。やむを得ず見える位置に配置する場合は、覆いを設けたり色彩の工夫により、周辺景観との調和に配慮した。

	外構
	□道路など公共の場に接する場所に塀や柵等を設ける場合は、閉鎖的な塀・擁壁を避け、植栽、透過性のもの、自然素材のもの等を用いることにより周辺景観との調和に配慮した。
□駐車場、駐輪場、ごみ集積所、および付属施設等は、公共の場からできる限り見えないように設置した。やむを得ず設置する場合は、主屋と同様の形態・意匠、素材による遮へいや周囲の緑化等により周辺景観との調和に配慮した。

	緑化
	□既存の樹木の保全や風土に合った樹種の採用により、地域固有の景観の保全・育成に努めた。
□道路に接する場所など、公共の場から見える場所についてはできる限り緑化に努めた。
□庭先に植栽スペースを確保したり、窓辺を草花で彩るなどにより、美しいまちなみ景観の形成に努めた。

	照明
	□周辺の生活環境、自然環境への影響に配慮した照明とした。
□回転灯やサーチライト等の光の量が多く、動きのあるものはできる限り使用しないようにした。


